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豊かな水、豊かな自然に恵まれたふるさとを 大きく育てたい。

私たちのふるさととやまは、雄々しくそびえる立山連

峰、その峰々からの清らかな川の流れ、そしてネ材必的な

富山湾など美しく豊かな自然を有しています。また、厳

しい自然との闘いは、忍耐強〈、勤勉で創造性豊かな県

民牲を育ててきました。

私は、この恵まれた自然と県民の豊かな資質を源泉と

して、やがて到来する21世紀へ向けて、本県がたくまし

く躍進するよう、全力をつくしたいと思います。

このため、富山県民総令計画を基本tして、「明日を拓

く人づくり Jr魅力ある郷土づくり Jr活力ある産業づく

り」の三大政策を着実に推進し、「活力と温かい心に満ち

「健康・スポーツ県Jr花と緑の県Jr科学・文化県」の三

つの目標に挑戦し、県民だれもカT誇りと生きがし、を感ず

ることのできる素晴らしい富山県を築いてまいります。

この小冊子は、県政の一端を写真を中心に紹介したも

のですが、県民の皆様の県政に対する静岡解への一助と





21世紀には、健康づくりが県民の生活習慣となって、
老いも若きもはつらつと明るい笑顔lご満ち、全国屈指の

長寿県になっているでしょうo それもそのはず、健康づ

くりや社会福祉の充実のための施策ガどんどん実施され、

成人病なども減っているでしょうから。

まだ、スポーツも盛んで、護もが一年中スポーツ!こう干

を流しているでしょう。青少年もスポーツによってj白身

ともに鍛えられ、体位、体力とも日本一。また、スポー

ツ人口の増加にともない競技水準も高まり、全国大会で

の県勢の活躍が目立つでしよう。



21世紀には、多くの県民が花と緑の生活環境づくりや
県土美化運動lこ参加し、花と緑ガ、すっかり暮らし!こ溶け

込んでいるでしょう。都市公園や緑のレクリ工ーション

の施設が整備され、憩いの場となっているでしょう。

まだ、自然はしっかりと守られ、澄んだ.空気の中で動

物定ちも大切にされているでしょう。よく手入れされだ

森林は、線のダムとなって、災害を未然に防ぎ、豊ガな

山の幸を届けてくれます。花の球根、苗木、新鮮な野菜

ゃくだものが全国に届き、「みどりの富山.Ji花の富山」

のイメージガ広く知れわ疋っていることでしょう。



21世紀lこは、学問や芸術を愛するl山ガ、より一層大切に

され、創造牲を育む気風ガ伝統となり、多くの県民ガ、科学

技術に親しみ、多様な文化活動に参加しているでしょう。

学校、各種試験研究施設、社会教育施設などでは、個性

やオ能が花開き、すばらしい芸術家や科学者を輩出する

ことでしよう。

まだ、富山テクノポリスの建設によって、付加価値の

高い製昂やサービスを提供する新しい産業ガ発展をとげ

ています。高速受通体系、高度な情報ネットワークなど、

科学と文化を発展させる基盤ガ整い、芸術・文化・経済

の一大中山地となっていることでしよう。



拓く人づくり
人づくりこそ、明日の富山県を拓く鍵です。

活力とあただかいωに満ちだ富山県は、
lω身ともに健康で創造牲に富み、
しかも思いやりのある

豊かなI~\をもった県民によって築かれます。

このだめ、人づくりの総合的な施策を展開します。

健康度をチェック健康増進センター

健康増進センターは、健康の増進と病気の早期発見の

だめの健22と、健康で快適な生活をする定め!こは、どん
な運動をし、どれ定け休養をとり、どのような食事をし

だらよいのかの処方指導を行うところです。

私疋ちは、自分は病気でないから健康であると思いガ

ちですガ、運動不足、栄養の戸ンバランス、社会生活の

ストレス等によって健康ガ阻害されている場合も多いそ

うです。そのだめにも日常生活での健康づくりが必要定

とのこと。

私も体力測定を行ってみて、日頃の運動不足を思い知

らされました。

今後は、家族や自分自身の定めにも、年に一度はセン

ターで自分の健康度を計ってみようと決l出しましだ。

ママさん体験レポートは、
富山市の中川順子さんに

お願いしまし定。

1 の力を社会に
や「

λ て，

九与fごから、笑顔も輝いて仏

J 小さな声も、集まれば大きな力に。
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今 クVーノνレな視点、で
明日を見つめよう。

ι場穆の推進

ザ いつまでも創造する心を

大切にしたい。

沖地の充実
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食品の安全をパトローノレ
食品、添加物等の年末一斉取締り

毎日の食卓を預かる私定ち主婦にとって、食田の安全

性は一大関山事。そこで私は、年末に行われだ食屈の年

末一斉取締りの様子を見学しまし定。

年末年始には、多くの食昂ガ短期間!こ大量!こ流通する

だめ、食白の製造、保容等の取扱いが粗雑で不衛生にな

りがちであるとのこと。

そこで、食昂の安全性を確保しようと、食昂衛生監視

賓のみなさんの厳しい目ガ、食料儲一点一点にそそガれ

ていましだ。

監視貨の方lこ新鮮な魚の見分け方や食昂添加物等の話

をお聞きしましだガ、私たち消費者自身ももっと賢くな

らなければならないと痛感し定一日でしだ。

争 h

あ疋疋かい家庭とjωふれあう地域社会、
快適で美しい郷土は、

県民生活の基盤です。

ゆとりとうるおいのある生活を実現するだめ、

まだ、明日の発展の基礎を築くだめにも、

これらの環境を整え、充実させていきます。

批換な暮らLの処
ppr-T歩

やすらぎとうるおいのある毎日。



ゃ積水内の対応
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φ'，> 君を知りたい、

私を知ってほしし、が基本。

A若島体系の整待

ぷ もっと速くな

便利にな石

ぜφ個性ある町がみんな大好き。

ι惨の充実'
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必ぎ2f:ψ安全で高水準に保たれた暮らし。



ある産業づくり

活力ある産業は、

県民の就業機会を維持、創出するとともに、

安定しだ豊かな県民生活を実現します。

ま芝、高齢化社会における

福祉の充実や地域文化の形成を支えていくものです。

このだめ、本県の産業の振興を図っていきます。

新しい技術をマスター職業訓練センター

職業訓練センターの各学科を見学しましだガ、若し1人

定ちに混じって多くの高齢者の万ガ真剣に訓練を受けて

いらっしゃるのに驚きました。最近は、会社を定年にな

っても、新しく技術を身に伺け、積極的に学ぼうと入枝

している万ガ多いそうです。

d:芝、家庭の主婦!こも物をつくり育てる喜びを知って

い疋だこうと、婦人技能教室も実施されているそうで、

私も余暇を利用して参加してみだいと思いましだ。

なあ、現在の学制に加えて、今日の技術革新や産業構

造の変化に対応し疋学科も新設し、一層充実し定職業訓

練を行っていくそうです。

値の高い産業を育てたい。

品、芯工業の珍m
必ゆ予 町

ず 新分野に挑戦するテクノ，



J!いきいき富山。

~<p安定

止霧装の振興

ぷ 風土の恵みを

フルに生カBして。

趣f jてきがいのある暮らしのために。
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